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(57)【要約】
【課題】指の大きさのいかんに関わらず使用することが
可能となり、食事をするときに皿に料理とコップ、必要
に応じて箸を載せることが可能になり、立食時などでも
熱いものがこぼれたような場合でも対処可能な様に安全
かつ自由に飲食することが可能な皿を提供することを目
的とする。
【解決手段】端部に指掛け用の切欠が設けられている皿
を提供するものである。特に、コップ保持用の穴が設け
られている皿、箸置用凹部などの箸保持構造を持つ皿、
収納部を区画する仕切りが設けられている皿、紙をプレ
スして設けられている皿などを提供するものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端部に指掛け用の切欠が設けられている皿。
【請求項２】
　請求項１記載の皿において、コップ保持用の穴が設けられている皿。
【請求項３】
　請求項１または２記載の皿において、箸保持構造を持つ皿。
【請求項４】
　請求項１から３何れか記載の皿において、収納部を区画する仕切りが設けられている皿
。
【請求項５】
　請求項１から４何れか記載の皿において、紙をプレスして設けられている皿。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、料理や紙などのコップを一つの皿の中に置き、箸などを仮固定可能で、その
皿を持ちやすくして場所を移動しながらでも飲食を楽しめるようにした皿である。
【背景技術】
【０００２】
　従来、立食のパーティや花見、またはバーベキューなどで一般に使用しているペーパー
等の皿は底の浅い平皿が多い。食事をするときには皿を片手に、そしてもう一方の手にコ
ップを持つとそれを飲むことはできても食べることはできない不便さが生じる故に、食べ
るときにはコップをテーブル等の上に一時置くことになるが、テーブル等の上は物が煩雑
しているときが多く目を一時離したあとなど、置いた自分のコップはどれかわからなくな
ることが多く、箸はそれとは別に保持しなければならないという難点があった。
【０００３】
　そのため、図１３の様に皿主部１３１を構成する紙の平皿に紙コップを置く位置を設け
、予め指で押すと切り抜け穴１３３ができる状態にしておき、皿を持ちやすいように予め
下から親指を通す指掛け穴１３２を設け、他の指で下からしっかり皿を支えるとともに、
皿の中に突起状の仕切り１３４を設けて、料理等、汁の流れ防止を図る技術が知られてい
る（特許文献１参照）。
【０００４】
　しかし、個々人の指の太さは異なり、指の太さより穴が大きすぎると持ちにくくなり安
定性を失いがちであり、他方、指の太さに比べて穴の大きさが小さいと、指が穴の端部に
食い込み安全性に支障をきたしたり、指が抜けなくなったり、極端の場合は指が穴に入ら
ず皿を保持できなくなってしまう問題があった。
【０００５】
　また、箸はそれとは別に持ちながら皿を持つため、箸を落としやすく、また、持ちにく
いものであった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実用新案登録第３１１９４７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、このような従来技術の問題点を解決しようとするものであり、指の大きさの
いかんに関わらず使用し、別途箸を持つ必要がない皿を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明は、上記の課題を解決するために成されたものであり、本発明の請求項１に係る
発明は、端部に指掛け用の切欠が設けられている皿袋を提供するものである。
【０００９】
　本発明の請求項２に係る発明は、請求項１記載の皿において、コップ保持用の穴が設け
られている皿を提供するものである。
【００１０】
　本発明の請求項３に係る発明は、請求項１または２記載の皿において、箸保持構造を持
つ皿を提供するものである。
【００１１】
　本発明の請求項４に係る発明は、請求項１から３何れか記載の皿において、収納部を区
画する仕切りが設けられている皿を提供するものである。
【００１２】
　本発明の請求項５に係る発明は、請求項１から４何れか記載の皿において、紙をプレス
して設けられている皿を提供するものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の皿により、指の大きさのいかんに関わらず使用することが可能となり、食事を
するときに皿に料理とコップ、必要に応じて箸を保持させることが可能になり、立食時な
どでも安全かつ自由に飲食することが可能になった。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態を示す皿の概念平面図である。
【図２】本発明の図１の実施形態の皿における箸保持部分の部分概念断面図である。
【図３】本発明の図１の実施形態の皿における箸保持状態を示す概念平面図である。
【図４】本発明の図１の実施形態の皿における箸保持部分の箸保持状態を示す部分概念断
面図である。
【図５】本発明の図１の実施形態とは異なる実施形態の皿における箸保持状態を示す概念
平面図である。
【図６】本発明の図５の実施形態の皿における箸保持部分の箸保持状態を示す部分概念断
面図である。
【図７】本発明の図１や図５と異なる実施形態の一実施形態を示す皿の概念平面図である
。
【図８】本発明の図７の実施形態の皿における箸保持部分の部分概念断面図である。
【図９】本発明の図７の実施形態の皿において、コップと端を載せ、手で持った状態を示
す皿の概念斜視図である。
【図１０】本発明の図７の実施形態の皿において、コップ保持状態を示す概念断面図であ
る。
【図１１】本発明の図７の実施形態の皿において、箸保持状態を示す概念断面図である。
【図１２】本発明の図１や図５や図７の実施形態とは異なる一実施形態を示す皿の概念平
面図である。
【図１３】従来の皿の概念斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の実施の形態を図１～図４に基づいて詳細に説明する。図１は本発明の一実施形
態を示す皿の概念平面図、図２は同箸保持部分の部分概念断面図、図３は同箸保持状態を
示す概念平面図、図４は同箸保持部分の箸保持状態を示す部分概念断面図である。
【００１６】
　この構成の皿は、皿主部１１が平皿形状をしており、外縁から中央部へ向かって切欠１
２が設けられるとともに、コップを嵌めることが可能な様に穴１３が設けられ、更に箸を
皿に保持するための箸保持構造として箸通し部１４が設けられている。
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【００１７】
　なお、皿主部の形状は中央の底部と、外縁に向かって上傾斜する縁部が設けられるのが
一般的構造であるが、縁部傾斜は下記仕切りがある場合は必ずしも必要なく、また、傾斜
角度も用途や載置物により適宜設定し、深皿形状とすることも可能である。
【００１８】
　皿主部の形状は一般的に丸皿であるが、楕円形状や多角形、その他木の葉を模したり四
角形などの具象形状や抽象形状などでも構わない。
【００１９】
　皿の厚みは、最低限強度を維持できる厚みがあれば良く、一定の厚みでも脚部を設ける
ために一部が厚かったりするような厚みが部分により異なる形状であっても構わない。こ
の場合の脚部は、厚みが一定の場合であっても、部分的に下方に湾曲する構造により設け
るものであっても構わない。
【００２０】
　材質については、厚紙などでも良いが、アート紙、コート紙、などやフィルム貼りした
紙などの耐水や耐油性のある材質が好ましく、繰り返し使用に耐えうる様に硬質プラスチ
ックなどの材料であっても構わない。
【００２１】
　切欠１２については、指掛け用に形成するものであって、外縁から中央部へ向かって設
けられるが、ちょうど親指が入る程度の大きさに設けるのが好ましい。ただし、人によっ
て親指の太さや形状が異なるため、少し大きめに切欠を設けるのが好ましいが、必要によ
って子供用のものなど多種類用意することも可能である。
【００２２】
　また、切欠１２の先の皿主部１１の中央部には、平坦部を設けるのが好ましい。このよ
うな平坦部を設けると、切欠１２から通した皿主部１１上面の親指と、皿主部１１下面の
人差し指との間で安定的に挟むことができる様になり、これにより皿を安定的に持つこと
が可能になる。
【００２３】
　なお、切欠１２端面は皿主部１１表面と垂直に切断するものでも良いが、指が当たって
長時間保持することにより当たって痛くなることを防止するために面取りが行われること
も可能である。なお、皿主部１１の材質がパルプモールド材のような指が当たっても支障
がない場合は、このような工夫は不要なのは当然である。
【００２４】
　穴１３は、皿主部１１のうち切欠１２とは異なる部位に設けられている。位置は、皿主
部中央でも良いが、一般的には料理を盛る関係上中央からずらすのが一般的であり、縁部
にかからない位置でも、縁部にかかる位置に設けるものでも構わない。この場合、穴の形
状はコップの断面形状が円であるので円形であるのが一般的であるが、別の形状を排除す
るものではない。また、その穴１３の端面も皿主部１１表面と垂直に切断するのが一般的
であるが、コップ外周の傾斜に合わせて傾斜した端面であるなど他の形状であっても構わ
ない。
【００２５】
　また、箸保持構造として箸通し部１４が設けられている。これが、、皿主部１１のうち
切欠１２や穴１３とは異なる部位に設けられている。位置は、皿主部中央でも良いが、一
般的には料理を盛る関係上中央からずらすのが一般的であり、特に皿主部１１端部より別
の端部にわたって設けられているのが一般的である。
【００２６】
　箸通し部１４は、図２に示す様に、その両端で皿主部と切断線により切断されて開口部
２２が形成されているとともに切断線と切断線の間が皿主部と繋がっている。さらに、皿
主部２２は略平坦であるのに対し、箸通し部２３はかまぼこ形状の様な凸状をしている。
【００２７】
　そして、図３に示す様に箸３５を箸通し部３４の開口部から入れて他の開口部まで出す
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ことで、箸３５を皿主部３１上で箸通し部３４の下に通すことができる。この場合、図４
に示す様に、箸４５が皿主部４４と箸通し部４３により挟まれ、仮固定することができる
。
【００２８】
　この場合、箸通し部の形状は、箸の形状によりかまぼこ形状以外の長円形状や上端が角
丸の略四角形などでも構わず、二本の箸を抑えるために区切り用陥没部を平行に設けるも
のでも構わない。
【００２９】
　なお、開口部の断面の形状は箸一膳がちょうど通る形状が一般的だが、固定力を強める
ためには若干箸の断面より狭めるのが好ましく。他方、箸の入れやすさを優先する場合は
、箸一膳の断面形状より広い形状にするのが好ましい。なお、断面は両開口部で同じであ
る必要はなく、入れ口の方を若干広く、出し口の方を若干狭く構成することも可能である
が、左利きの人にも対応するように両方から入れることができる様に左右対称形状でも構
わない。また、皿の材質により弾性を持っている場合は、その弾性による皿主部と箸通し
部の間の変形を考慮して箸通し部の高さを調整することも可能である。
【００３０】
　また、箸通し部のみ上に凸部を設ける形状である必要はなく、皿主部に凹部を設けてそ
の間で挟み仮固定する構造でも構わない。
【００３１】
　この場合、切欠１２や穴１３や箸通し部１４を成型やモールド時最初からそういう形状
で設けても構わないが、プレス成型の場合はプレス前、プレスと同時、プレス後のいずれ
かの段階で抜き加工するのでも構わず、また、切欠１２や穴１３が使用前までハーフカッ
トやミシン目により繋がっており、全部また一部を切り離すことにより使用時に切欠１２
や穴１３を設ける構成でも構わない。また、箸通し部１４や切欠１２や穴１３を先に形成
し、プレス加工するものでも構わない。
【００３２】
　本発明の別な実施の形態を図５～図６に基づいて詳細に説明する。図５は本発明の一実
施形態を示す皿の概念平面図、図６は、同箸保持状態を示す概念断面図である。箸通し部
５４は、図５に示す様に、その両端で皿主部と切断線により切断されて開口部６２が各々
二箇所形成されているとともに各々の切断線と切断線の間が皿主部と繋がっている。さら
に、皿主部６４は略平坦であるのに対し、箸通し部６３はかまぼこ形状の様な凸状を二つ
している。
【００３３】
　そして、図５に示す様に箸５５を箸通し部５４の開口部から入れて他の開口部まで出す
ことで、箸５５を皿主部５１上で箸通し部５４の下に各々一本ずつ通すことができる。各
々の箸通し部の説明は、断面が二つに分かれているだけで前の実施形態と同様でる。
【００３４】
　このような皿は、プラスチックなどの場合はモールド成型や射出成型により設けるもの
でも構わないが、パルプの場合はモールド成型が一般的であり、紙等の材質の場合はプレ
ス成型で設けるのが一般的である。
【００３５】
　本発明のさらに別な実施の形態を図７～図１１に基づいて詳細に説明する。図７は本発
明の一実施形態を示す皿の概念平面図、図８は同箸保持部分の部分概念断面図、図９は同
コップと端を載せ、手で持った状態を示す概念斜視図、図１０は同コップ保持状態を示す
概念断面図、図１１は、同箸保持状態を示す概念断面図である。
【００３６】
　この構成の皿は、皿主部７１が平皿形状をしており、外縁から中央部へ向かって切欠７
２が設けられるとともに、コップを嵌めることが可能な様に穴７３が設けられ、更に箸を
皿に保持するための箸保持構造として箸置用凹部７４が設けられている。
【００３７】
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　なお、切欠７２の先の皿主部７１の中央部には、平坦部を設けると、図９の様に切欠７
２から通した皿主部９１上面の親指と、皿主部９１下面の人差し指との間で安定的に挟む
ことができる様になり、これにより皿を安定的に持つことが可能になる。
【００３８】
　穴７３の端面は図１０の様に皿主部１０１にコップ１０２外周の傾斜に合わせて傾斜し
た端面に設けているが、表面と垂直に切断するなど他の形状であっても構わない。
【００３９】
　箸保持構造として箸置用凹部７４が設けられている。これが、皿主部７１のうち切欠７
２や穴７３とは異なる部位に設けられている。位置は、皿主部中央でも良いが、一般的に
は料理を盛る関係上中央からずらすのが一般的であり、特に皿主部８１端部より別の端部
にわたって設けられている凹部からなるものでも良い。
【００４０】
　この場合、その凹部の形状は、箸は二本一膳として使用するのが一般的なので、図８の
様に二つの平行した凹部８３を設けるのが一般的であるが、二本いっしょに置く二本分の
幅を持つ凹部を一列設けるものでも構わない。
【００４１】
　なお、二つの平行した凹部を設ける場合において、箸の断面形状に合わせた断面形状の
凹部であるのが好ましいが、取り出しやすさを考慮すると、箸の断面形状より若干大きな
凹部とするのが好ましい。なお、凹部の深さについては、箸の太さと同等の深さである必
要はなく、取り出しやすいように箸の太さより浅く設けるのが一般的であるが、あまりに
浅く設けると箸が落ちる可能性もあるので適宜な太さにするのが好ましい。
【００４２】
　また、断面については箸が丸箸の場合は半円形状などの端面が好ましいが、割箸のよう
な端面の場合はそれに合わせた角丸形状が好ましい。なお、どのような箸を使用するか想
定できない場合もあり、適宜箸を保持し脱落しないような形状であれば構わない。この場
合、箸を取り易い様に一部断面が太くなっていたり、凹部が連続しない形状などであって
も構わない。
【００４３】
　さらに、箸保持構造が箸の断面形状に合わせた断面形状の凹部である必要もなく、例え
ば皿主部７１に突出部を二箇所や三箇所設け、その間に箸を仮固定することにより皿に箸
を仮固定する様な構造や、皿主部７１に別な切欠を適宜の形状に設けてそこに箸を保持で
きる形状のものでも構わない。
【００４４】
　図１２は、以上の各実施形態とは異なる一実施形態を示す皿の概念平面図である。この
構成の場合、上記実施形態に加えて、仕切り１２５が設けられている点で図７の実施形態
とは異なる。
【００４５】
　仕切り１２５は料理などの載置物どうしが混合して味などが交じり合わない様に皿主部
１２１を収納部に区画するものであり、この仕切り１２５により二区画や三区画、その他
多区画に区切るものであるが、それに限らず、やけどや指やコップや箸の汚れを防止する
意味で、載置物を載せる区画と切欠１２２、穴１２３、箸置用凹部１２４を区画するため
に設けるものであっても構わないし、皿の外部に漏れない様に皿端部にも設ける構成でも
構わない。
【００４６】
　この場合、仕切り１２５はその部分で上部に太くなっている断面形状でも構わないが、
プレス成型等の場合はその部分で皿主部１２１が上部に屈曲している均一厚みの皿であっ
ても構わない。この場合の仕切り１２５の高さは適宜設定可能であり、料理などの載置物
が区画外にはみ出るのを防止するのに十分な高さがあれば十分である。
【実施例】
【００４７】
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　皿主部１１に切欠１２と穴１３と箸通し部１４が設けられている。そこで、手の親指を
切欠に指掛けし、さらに皿主部を折り曲げた人差し指の腹部分との間に挟みこみ、さらに
箸通し部に箸を通して皿を持つことができた。
【００４８】
　このような構成により、従来のような穴に指を通して皿を保持している場合とはことな
り、指の太さが少々異なっていても、指が穴の端部に食い込むことを防止しながら、容易
に皿を持つことができるとともに、指の保持が切欠であるために簡単に指を外すことが可
能になり、指が抜けなくなったり、例えば熱い料理の様なものが指にかかった場合であっ
ても容易に対処することが可能になった。
【００４９】
　さらに、穴にコップを上から挿入すると、コップの下端より穴が大きく、同じくコップ
の上端より穴が小さいために、コップが胴の中間の位置で穴に固定することができた。ま
た、コップ上端を持って上に上げることにより容易にコップを穴から外すことができた。
【００５０】
　さらに、箸通し部に箸を通すことにより箸が箸通し部と皿主部の間に仮固定することが
でき、しかも箸の使用時に、容易に箸を引き抜くだけで皿から取り出すことが容易になっ
た。
【符号の説明】
【００５１】
　１１、２１、３１、４１、５１、６１、７１、８１、９１、１０１，１１１、１２１、
１３１・・・皿主部
　１２、３２、５２、７２、１２２・・・切欠
　１３、３３、５３、７３、１２３・・・穴
　１４、２３、３４、４３、５４、６３・・・箸通し部
　２２、４２、６２・・・開口部
　２４、４４、６４・・・開口断面
　３５、４５、５５、６５、９４、１１３・・・箸
　７４、８２、１１２、１２４・・・箸置用凹部
　９２・・・手
　９３、１０２、１３３・・・コップ
　１２５、１３４・・・仕切り
　１３２・・・指掛け穴
　１３３・・・切り抜け穴
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